






要約:  事故による死亡率は都道府県別にみると年齢階級により異なるものの 2.9～5.1 倍

と大きな差がみられた。また、政令都市の死亡率は全国平均に比べ著しく低値であった。

政令都市の交通事故による死亡率は全国平均の約 60%、溺水は 40%程度であった。この理

由を明かにすることにより、わが国の子どもの事故による死亡率を減少させる手掛かりに

なるものと考えられた。


